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長野県中南部に自生するサルナシ (Actinidiaargutα(Sieb.et ZUCC.) 

Planch. ex Miq.)の果実形態と収量の系統間差異

荒瀬輝夫*・内田泰三村

ネ信州大学農学部附属アノレプス闇フィーノレド科学教育研究センタ一

件九州産業大学工学部都市基盤デザイン工学科

要約

サルナシ (Actiηidiaarguta (Sieb.et Zucc.) Planch. ex Miq.)の地域産物化をはかるため，長野県中南部

において系統収集を試みた。自生地の環境を把握するとともに，果実の形態および収量の系統間変異を分析

した。得られた系統数は20，自生地の標高は770~1400m，地形は沢筋から尾根上まで様々で，落葉樹林が多

かった。平均果実重は系統平均4.47土1.47g (1 .87~6.89g) で 2 山ないし 3 山の頻度分布を示した。果

形にはAP裂と CU型，着果型には鈴成り型と普通製とし、う顕著な変異が認められた。果実における相対生

長関係から，果実重と果実径との間に強い相関が認められたが，果実長との関係は不明瞭で、あった。採集効

率(1時間あたり採集可能数の対数階級値〉を用いて収量を求めたところ， 1.4~2.8 (25~630 g • hr りで

あった。自生地の標高と比較すると，平均果実霊および収量は，いずれも標高1100m付近を最大髄とする曲

線関係を示した。

キーワード:サノレナシ，果実，形態，収量，標高

1.はじめに

マタタピ属 (Actinidia)は東アジアの温帯上部

~亜熱帯まで分布しており，食用，観賞用として世

界的に栽培されている 18)。その中でも，キウイフ

ルーツ (Actinidiachinensis Planch.)は果樹とし

て栽培化された代表格である。野生種は「楊桃J

f繍猿桃」などと呼ばれる中国原産の植物であるが，

ヨーロ yパ経由でニュージーランドに種子が持ち込

まれた処が1906年，果楊として商業的に栽培される

ようになったのは1934年とされ，その後怠速に世界

的に広まった1九日本では初め柑橘類の生産過剰地

帯における転作として導入され18，2刊現在では愛媛

県，福関県，和歌山県が主要な産地となっている1九

キウイフルーツは極めて少ない選抜しか経ていな

いにもかかわらず，栽培化された特異な果揮であり，

そのため病虫害や気象災害などの栽培上の問題も多

い7)。わが閣では，キウイフルーツの病害という視

点から，同属のサノレナシ (A. arguta (Sieb.et 

Zucc.) Planch. ex Miq.)， シマサノレナシ (A.rufa 

(Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq.)，マタタピ (A.

ρolygama (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Maxim.)な

受付B 2009年I月5日
受理日 2009年2月13日

どが耐病性の台木または倍染源として着目されてき

た7，15，28)。

これら近縁種の中でも，サルナシ(別名:コク

ワ〉の果実は，酸味と甘味が調和してとりわけ美味

で，芳香成分に富み18，20，叫，果皮が無毛なため皮ご

と生食あるいは加工できるとし、う優れた特性をもっ。

北梅道，本1'1'1，四国および九州に分布し円高標高

の山地にも自生することから，高冷地や山村におい

ても栽培が容易であるとして注目を浴びつつあり，

優良品種の育成や，果実酒やジャムなどの高品化も

行なわれている 18，20，2九サルナシは雄錐異株のつる

植物であれ果実が食用になるだけでなく，つるは

長く強靭なため，古くから工芸品，筏しばり，かず

ら橋の材料としても用いられてきた18，2九また，人

間のみならず野生動物にとっても重要な植物で，和

名は文字通り f猿の食べる梨」を意味しているヘ

ツキノワグマやヒグマの秋季の重要な餌資源として

多量に食べられるが，果実中の種子のほとんどは糞

中に無傷で、そのまま排准される26)ため， r動物への
餌資源の提供vs.動物による種子散布j という関係

が成り立っている。

木材でない森林資漉 (NWFP; non-wood forest 

product)は，地域色の強い産物として地域提興の

効果を期待でき，かつ，伐採等を伴わないので森林



2.1 系統収集

系統収集は2008年9月から10月十こ行った。対象地

域は，長野県中南部(和田峠周辺~上村〉とした

(図1)。車および徒歩で対象地域を踏査し，サノレ

ナシ群生地を確認後，樹上の果実(やや軟化して可

食になるまで登熟したもの〉を採集した。また，

GPSおよび地形圏を用いて採集した場所を記録し

2.調査方法

(2009) 第7号信チi'I大学農学部AFC報告

への負荷の小さな産業となりえる9)。サノレナシはキ

ウイフルーツの遺伝資漉という価値だけでなく，サ

ノレナシの果実自体に商品価値があり，地域振興の効

果を充分期待できる。

12 

2.2 自生地の立地環境

サルナシ自生地の立地環境を把握するため，系統

採集時に立地環境の調査を行なった。調査項毘は，

標高，大まかな地形および植物の昔日置の描写による

植生断面，および植物棺である。撰高はGPSおよ

び地形図判読によった。

2.3 果実サイズと形状

採集した果実は，各系統で平均的なサイズのもの

を6個ずつ，平均果実霊 (g)，果実長 (cm)，果実

径 (cm)を測定した。果実の断面は円形ではないの

で，果実径として長径と短径の 2方向を測定し，

の幾何平均をとって平均果実径とした。

果実の形状として，縦横比〈果実長/長径〉と繭

王子度(短窪/長径〉を算出した。ここで、形状につい

て，縦横比1.0以下の系統(リンゴのように丸い果

形〉と， 1.0を大きく越える系統(ウリのように細

長い果形〉とが存在することが系統収集時に判明し

た(写真1)。そこで本報では，縦横比1.0以下の果

形をAP型 (appletype) ，縦横比1.0を大きく越え

る果形をcu型 (cucumbertype)と呼ぶこととし，
各系統がいずれの果形かを判定した。

また，同じく系統採集時に 1ヶ所の葉厳から 4

そ

た。

しかし，サルナシに関して，受粉と結実との関

係11}，果実の化学成分や酵素活性10，ωヘ収穫後の

品質5}，休眠芽の低温要求性22)などについての生

理・生化学的研究は行なわれているが，系統収集や

栽培適地の判断につながるような生態的研究はほと

んどない。サルナシの分布や自生地の環境について

は図鑑類の記載にたよる他なく，果実の形態や収量，

品質についての変異の輯も不明である。サ/ルレナシに

は倍数性の変異帥

l口16的〉が広く分布しい， f他也tにこ 2，6， 7， 8倍体が局

所的に分布していることが報告されている九倍数

性の違いは果実，種子，植物体の大きさなどに差異

をもたらすと考えられるが，長野県内におけるその

変異については不明である。

そこで本研究では，サノレナシの地域産物化をはか

るための第一歩として，長野県中南部において系統

収集を試みた。自生地の環境を把握するとともに，

果実の形態および収量の系統関変異を分析した。
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写真1 サノレナシ巣笑の果形の変異

左 :AP型(茅野高原A系統)，
右 :CU型(茅野高原B系統〉

010  20 3o km 

図1 サノレナシの系統採集地点

灰色部分は標高1000m以上の地域をさす.
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個以上の果実が着生し，枝先までそれが連続すると

いう系統が見られた(写真 2)。これを本報では

「鈴成りj として「普通Jcl葉肢につき果実 1

~2 伺〉の系統と区別し，自生地における結実状況

から各系統がいずれの着果型かを判定した。

果実震の増加に伴う果実サイズと形状の変化を確

認するため，果実霊と果実長，王子均果実径，縦横比

および扇平度との相対生長関係を分析した。果形

(AP型およびcu型〉と着果型(鈴成りおよび普
通〉については，巽なるタイプ聞で平均巣実重に差

がないかどうかを比較した。なお果形については，

種子サイズに差異があるか否かを確認するため，典

写真2 鈴成りのサノレナシ結実状況(杖突時系統〉

背景の格子臣皇室=1cm. 

表1 サノレナシの採集系統と自生地の環境

No.系統名 標高地形

(m) 

1 和田峠砥川 1330 沢筋

2 有賀峠 1060 峠(屋上〉

3 杖突峠 1200 山腹斜面〈林道わき〉

4 新倉山 1220 尾根上

5 玉城山 920 山腹斜面(林道わき〉

6 権兵衛峠 1400 山腹斜面(林道わき〉

7 吹上A 960 山腹斜面(林道わき〉

8 吹上B 1250 山腹斜面(林道わき〉

9 吹上C 1300 崩壊地上部

10 西駒鯨岩沢 1370 沢筋

11 西駒芦山沢 1180 沢筋

12 賀野高原A 970 沢筋

13 萱野高原B 1100 山腹斜面(林道わき〕

14 手良沢山A 1200 尾根上

15 手良沢山B 1280 山腹斜面〈林道わき〉

16 駒ヶ岳SA裏 770 平坦地(林道わき〕

17 駒ヶ根高原今榔沢 970 山腹斜面(林道わき〉

18 女沢峠 1060 沢筋

19 陣馬形山 1400 山頂付近

20 喬木村矢筈 870 山腹斜菌(林道わき〉

型的な系統をそれぞれ2系統選び 1系統につき 3

つずつ 1果実に合まれる種子数と千粒重(室温・

1昼夜風乾の乾物重〉を調査した。また果形，着果

型のクロス表を作成し，互いに関連性がないかどう

かをが検定により分析した。

2.4 採集効率と収量

収量の構成要素として，採集効率 (e伍ciencyof 

gathering)2)を判定した。これは，実際の採集作業

状況から 1時間あたり採集可能数(個数・ hcり

を階級によって記載するもので，常用対数変換値で

0.5刻みになるように境界備を設定して，

o : 1 ~3 個
0.5: 4 ~10未満

1 : 1O~31個

1.5 : 32個~100未満

2 : 100~316個

2.5 : 317~1000未満

とし、う階級で表したものである九

採集効率と，収量のもう 1つの構成要素である平

均果実震について，相互の関係を回帰分析により検

討した。

また，収量 (g • hc1) は，平均果実重 (g)と

採集効率(偶数・ hcりとの積で概算できる。ただ

し，採集効率は対数値であるので，平均果実重を対

数髄に換算して，

優占樹種 他のつる植物

ノミツコヤナギ

ケヤマハンノキ

カラマツ

アカマツ

シラカンバ

カラマツ

アカマツ

カラマツ

バッコヤナギ

カラマツ

カラマツ

カラマツ

クリ

オニグノレミ

ケヤマハンノキ

アカマツ

カラマツ

オニグノレミ

リョウブ

コナラ

マタタピ， ミヤママタタピ

クズ

ツタウルシ，ヤマブドウ， ミツノミアケピ

ツルウメモドキ，マツブサ

サンカクヅノレ

ヤマブドウ

フジ，ヤマガシュウ，クズ

サンカクヅノレ， ミツバアケビ，フジ

ツノレウメモドキ， ミツノミアケビ

ヤマブドウ

ヤマブドウ

マタタビ，マップサ

フジ，マタタピ，クズ、

マップサ，フジ，スイカズラ

ツノレウメモドキ

フジ，クズ，ノブドウ

マップサ

ヤマブドウ，マップサ

ツルウメモドキ，アケビ

フジ， ミツバアケビ，ヤマガシュウ



表1に，各系統の自生地の立地環境を示した。自生

地の標高は770~1400mであった。地形について，

20系統のうち，沢筋，平坦地，山腹斜面，斜面上部

(尾根上や農上など〉がそれぞれ5， 1， 9， 5系

統であった(表1)。植生断面の例を臨2に示した。

植物棺について，優占樹種は落葉性のものが20系

統中17系統と圧倒的であった。うち7系統はカラマ

ツ CLarixkaemρiferi CLamb.) Carr.)植林地で，

残り10系統はケヤマハンノキ CArnus hirsuta 

Turcz.)やノミツコヤナギ CSalixbakko Kimura)な

どさまざまな落葉広葉樹の優占林であった。常緑性

の優占樹種はアカマツ CPinusdensiflora Sieb. et 

Zucc.)であれ林床の明るい林分であった。同所

的に生育していた主なつる植物は自生地によって

様々であり，フジ CWisteria floribund，αCWi11d.) 

DC.)，クズ CPuerarialobata CWi11d.) Ohwi) ， 

ルウメモドキ CCelastrus orbiculatus Thunb.)，ア

ケビ穎 CAkebiaspp.)，マタタピ，サノレナシ，ヤマ

C Vitis co伊tetiaePul1iat)などが挙げられ

(2009) 第 7号信州大学農学部AFC報告

収量〈対数値)=log C平均果実重〉十採集効率
の式内こより収量を求めた。

標高と平均果実重および収量との関係について，

散布閣な作成して回帰分析により有意性を分析した。

3.1 系統収集および自生地の立地環境

得られた系統数は20系統で、あった(閤 1，表1)。

果3.結
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ツforest road 

ブドウ

Tこ。

3.2 果実のサイズと形状

各系統の果実サイズおよび形状などの特性につい

て表2に示した。系統ごとの平均果実霊の頻度分布

関2 サノレナシ自生地の植生断面の例(陣馬形山系

統〉

Ac:サルナシ， C!: !リョウプ， Co:ミズキ，

Pi:アカマツ， Ar:ケヤマハンノキ， S:ミ

ヤコザサ， M:ススキ.

系統ごとのサルナシ果実のサイズと収量表2

収最

!og(g 'hc1) 

採集効率

!og(個数・hr-1)

着果型果径扇平度縦横比平均径

(cm) 

果実長

(cm) 

果実重

(g) 

No.系統名

っ'U
ワ
ω

7

・
q

L

Q

d

F

U

0
・u
o
o
o
o
n
b

円

i

つu
o

o

q

L

つd
n

u

o

o

-

-

A
生

η
i

••••••••••••••••• つ

ム

ワ

μ

ワ
ω

つ
ん

τよ

1
i
1
i
n
L
τ
上

1
i

つ
μ

n

L

ワ
ω

つ
'
u
q
L

つれ
M
n
L

つれ“

1
i
n
L

Fhd
戸

k
J
v
n
H
U
F
h
d
F
h
d

ハ
HV
戸
ヘ

υ

ハ
H
U
F
h
d
A
H
V

ハ
H
V
F
h
d

ハ
H
u
-
k
d

円h
d
F
h
υ

ハ
H
V
F
h
d

ハ
H
v
n
H
V

•••••••••••••••••••• 1
l品
宅
Bム

ηノハ】

11ム

1
4
4
τ
Bム

11ム
の
〆
ω
τ
tム
守

t
A
nノ
U
1
1ム

ηノ“

TIム
噌

Bム

t
E
A
n
λ
“

T
Bム

12ム

nノ“

普

並

田

鈴

北

田

鈴

並

国

北

田

鈴

鈴

並

田

北

田

普

説

聞

説

日

並

日

並

回

並

回

並

回

説

日

普

P
U
P
U
U
P
P
P
U
P
A
P
P
U
P
U
p
p
p
p
p
 

A

C

A

C

C

A

A

A

C

A

A

A

C

A

C

A

A

A

A

A

 

Q
d

虫
u

o

d

o

o

n

υ

q

u

q

L

n

u
戸

b

F

b

q

J

F

b

つμ
に
U

つd
η

i

o

O

A

U

に
u

n

v

nパ
U

O
内

u

n
バ
U

O
バ
u
n
x
u
o内
U
A
U，d

O
パ
U

O
内

v

n
同
d
n
x
U
Oパ
u
n
x
u
n
x
u
n
x
u
nパ
v
n
x
u
n
u
J
n
x
u
n
H
U

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

nHυ

ハ
H
V
A
H
υ
n
H
U
A
H
v
n
H
V
A
H
U

ハ
HV

ハ
HU

ハ
H
U
A
H
U
n
H
U
A
H
V

ハ
HV

ハ
HU

ハ
HV

ハ
H
U
A
H
U

ハ
H
v
n
H
U

0
6
1
i
A
u
n
y

つJ
R

d

n

日

日

日

η

i

n

L

の
4

0

0

ハ

リ

ウ
i
1
i
0
.
u
o
e
u
-
-
n
U

ワ
U

Oハ
U
吋

Iム
ハ

ud

ハ
HV
司

tム
の
パ
U

O
内

U

O
ハ
v

q
べ
U
A
H
v
nバ
U

円
t
e
qべ
U

円切
d

噌
』
ム
ハ
u，u
n
k
u
n
λ
u
n同，
u
n
x
u

•••••••••••••••••••• ハ
HV

噌
Bよ
ハ

Hυ

マ
1ム

τIム

n
H
U
A
H
υ

ハ
HU

噌
lム

12ム
ハ

H
V
A
H
U

噌
Iム

AHV

噌
Bム
ハ
け
u
n
H
V

ハ
HV

ハ
HU

ハ
HU

Q
O
0
0
1
i
Q
O
ρ
b
Q
υ
0
0

ハ
u

n

u

q

o

n
む

つ

ム

n
U
戸

b

n

u

々
t

F

b

n

U

4

A

つ
G

Q

U

7

a

n

v

Q
口

つ

d

n

b

F

D

A
り

つ

'U

門

i

ハ
u

n

u

n

u

Q

d

q

υ

F

b

1

i

q

d

p

b

n

v

•••••••••••••••••••• 1

4

1

i

q

L

1
ょ

1

i

1

i

T
よ

n

L

1

i

1

i

n

L

n

L

1
ム

1
ム

1
i
1
i
q
L
1
i
1
3ム
つ

'u

「

D

ハ
り

1
ム

n
y
-
-
4
4品
。
凸

q

u

7
・

ハ

u

n

i

ハ

υ
日
υ

4

ム
円
，
L

n

h

u

v

U

4ム
ハ

U

8

4ム

ヴ
4
1
i
o
d
-
-ム

7

a

F

b

d
せ

q
U
7
a
O
O
Q
U

ワ
t

ウ

i

A

U

つd
円

i
n
υ

ハ
b

F

b

門
/

••••••••••••••••••• 1

i

q

L

1
ム

η
4
1
1
1
1
4
T
i
-
-
i
1
1
1
i
T
i
1
i

つ
ム

n
L

つ
'
U
1
i
η
f
u
-
-
1
i
1よ

ヴ
t

Q

O

P

0

4
ゐ

伊

b

η

J

つL
q
，u
n
i
p
o
p
o
-
-ム

n

u

q

d

P

0

1
よ

ハ

b

o

o

n

y

ヴ

t

4
4

に
d

η

L

n

L

ワ
u

q

L

F

U
円

i

o

O

ウ

i

q

J

n

u

o

o

つd
ウ

t

4

A

O

O

つu
q

u

n

u

•••••••••••••••••• d
川
吉

A
宝

F
h
d
F
H
υ
n
L
q
ペ
リ
ワ
ω
戸

h
d
1
i
q
J
F
h
d

ロυ
p
h
υ
F
h
d
z
d
q
t
u
ι
U
A
T
η
L
R
U

和田峠砥川

有賀峠

杖突峠

新倉山

王城山

権兵衛峠

吹上A

吹上B

吹上C

西駒鯨岩沢

西駒芦山沢

賀野高原A

賀野高原B

手良沢山A

手良沢山B

駒ヶ岳SA裏
駒ヶ根高原今榔沢

女沢峠

陣馬形山

喬木村矢筈

1
4

つ
ム

η
δ
4
A
Z
d
n
o

円
i
0
6
0
.
U
A
U
-
-品
つ

μ

η

J

4

&

F

D

ハ
b

ヴ

t

o

o

q

u

n

u

T

i

1

i

1
ム

マ

上

1
i
1
i
1
4
1
3ム

T
ム

1
ム
つ
，
zu

採集効率は，時間あたり採集可能個数の対数階級値(本文を参照).

AP:丸型， CU:ウリ型，普:普透，鈴:鈴成り.
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実 1gあたり種子数を測定したところ，表3のよう

になった。分散分析の結果，種子千粒震では果形に

よる差，系統間差ともに有意〈それぞれP<0.001， 

P <0.02)で， cu 型Cl .29~l. 62g) > AP型で
あり，杖突峠系統が突出して大きかった。一方，果

実 1gあたり種子数では系統間差のみが有意 (P< 

0.0002)で， AP型， cu型とも，系統によって
17~36@と大きく具なっていた。

着果型について，普通成りが16系統と多く，鈴成

りは4系統のみであった(表 2)。普通成り，鈴成

りで平均果実震はそれぞれ4.64:tl.34g，3.78ごと

1.99 gで，鈴成り系統で、ばらつきが大きい傾向にあ

り，着果型の間で果実重の平均値に有意な差は認め

られなかった。なお，果形と着果型との聞には有意

な関連性は認められなかった (x2=0.952; ns)。

平均果実震と，果実サイズ(果実長および平均果

長野県中南部に自生するサルナシの果実形態と収量の系統間差異

は図 3のとおりである。 20系統の全平均は4.47:t

l.47 gであったが，正規分布とはかけ離れた分布を

示し， 2 g付近と 5g付近の 2山(7g付近も独立

峰とみなすと 3山〉のピークをもっ分布であること

が読み取れた。

果形について，採集した20系統の中で、はAP型が

14系統と多く， cu型は 6系統であった〈表 2)。
AP型， cu型で平均果実霊はそれぞれ4.48土l.29
g， 4.43:tl. 99 gで， cu型でばらつきが大きい傾
向にあわ果形の聞で果実重の平均値に有意な差は

認められなかった。なお，典型的な系統として AP

型では杖突峠および茅野高原A系統， cu型では茅
野高原Bおよび新倉山系統を選び，穣子千粒霊と果

5 

4 

巣形別にみた巣実あたり種子数の比較表 3

果実 1gあたり

穏子数

種子千粒重

(g) 

粒型・系統名

36.2土4.25a 

17.3土2.88b

l.62太0.069a 

l.29:t0.174 b 

AP型

杖突峠

茅野高原A

cu型
茅野高原B

新倉山

3 

2 

1 

18.4:t3.63 b 

33.0土3.28a 

l.16こと0.032b 

l.13:t 0 . 064 b 

収穫後，約 1ヶ月冷蔵ののちに計測(平均土σn=

3 ). 

数値右の同一文字は平均値間に有意差 (p<0.05)がな

いことを示す.

g 
g 8 

図3 サノレナシの平均果実霊の頻度分布

系統ごとの平均値をもとに集計した (n口 20).
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鴎4 サ/レナシ果実における果笑震ーサイズの相対生長関係

各プロットは系統ごとの平均値を示す (n=20). 
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実径〉ならびに形状(縦横比および扇平度〉との関

係をみると，図 4のようになった。果実重とサイズ

との関係〈図4左〉は，果実長，平均果実径とも有

意であり，果実重の増加に対して果実長は直線的に

増加していたのに対し(R2=0.549，P <0.0002)， 

平均果実筏は頭打ち曲線を描くように指数関数的に

増加する関係にあった (R2=0.869，P <0.0001)。

果実重と果実形状との関係(図4右〉は，縦横比で

は有意であり果実重4g付近で最低値となるような

下に凸の曲緯関係にあり(R2=0.314，P <0.05)， 

果実震が小さいまたは大きい場合に縦横比が lを超

える，すなわち CU型になる傾向があることが読み

取れた。一方，肩平度では関係が不明瞭であった

(R2=0.202 ; ns)。

log 
2.5 

2.0 

R2=0.537 
pく0.002

@鞠

1.5 番善後 曜静

1.0 ト ⑧ @ 需警

0.5 

O 
log(g) 

0.2 0.4 O.詰 0.8 1. 0 

閤5 サノレナシの平均果実重と採集効率との関係

採集効率は，時開あたり採集可能数の対数階級値

(本文を参照).
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函6 サ/レナシの平均果実霊と標高との関係

3.3 標高と収量との関係

採集効率および収量について表2に示した。採集

効率は1.0C10~31価・ hc1) ~2.0 C100~316個­

hr一日収量(対数舘〉は1.4~2.8 (25~630 g • 

hr一りであった〈表 2)。平均果実重(対数値〉と

採集効率とを比較すると，両者の間には下に凸の曲

線関係が認められた(図 5)。平均果実重(対数値〉

を説明変数とする高次多項式の当てはめは2次成分

までが有意で、あり (P<0.025)，有意な2次の回帰

曲線が得られ(R2=0.537，P <0.002)，平均果実

重(対数値)0.45 (元の値で'2.82g)付近で採集効

率が最小になることが読み取れた。

標高と平均果実重との関係は図6，標高と収量と

の関係は図7のとおりである。いずれも標高1100m

付近をピークとし，それより標高が低くなる，ある

いは高くなると果実重が減少するという関係が読み

取れた。標高xの2次式による回帰は，平均果実震

ではばらつきが大きいため有意ではなく (R2二

0.284; ns)，収量では有意であった(R2=0.443，

P <0.01)。

4.考察

4.1 自生地の立地環境

サルナシ自生地の立地環境として，まず標高につ

いて，長野県中南部で、は標高770~1400mで、あった。

同じ長野県中南部におけるヤマブドウの自生地の標

高は1100~1600m，虫えいに着目したマタタピの自

生地の標高は520~1330m と報告されている 1，2)。同

所的なつる植物にもこれら 2種が複数の自生地で出

ゲg'hr-1) 
@ 
@ e.診@

円
J

U

1

A

{
準
額
殺
)
議
磁

@ 
@藤 博司ぎe
@番診

R2口 0.443
p<O.OI 

O 
600 1200 

滋1

1400 1600 800 1000 

図7 サルナシの果実収量と標高との関係

収量は，平均果実重と採集効率から算出した.
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現していることから(表2)，サノレナシの分布する

標高域は，ヤマブドウ，マタタピそれぞれとオー

バーラップしながら，両者の中聞に位寵しているこ

とが伺えた。

地形と植生について，地形は沢筋から斜面上部ま

でさまざまであり，植生はカラマツ林などの落葉樹

林が大多数であった。同属のヤマブドウとマタタピ

はともに沢筋に多く見られるがL2)，これらに比べ，

サルナシは尾根~沢筋まで分布していた。これは地

形的に斜面上の様々な位置で生育できることを意味

する。一般にサルナシおよびキウイフルーツは浅根

性で乾燥に弱いとされており 2仰)，尾根上に自生す

るとし、う本結果とは矛盾している。これは，根の生

長に極端な差があるとは考えにくいので，耐湿性や

耐乾性についてサルナシが幅広い変異をもつためで

はないかと推測される。このことは，地形や降水量

の条件に合った系統を用いれば，様々な場所に栽培

地域を広げることができることを示唆している。

4.2 果実のサイズと形状

系統ごとの平均果実重の頻度分布が単蜂でなく，

2山ないし 3山のピークをもっていたことは興味深

い(図 3)。サノレナシには種内で倍数性に変異があ

り日刊当然ながら成長量や果実サイズにも影響す

ることが考えられる。長野県内のサノレナシについて

4倍体との報告吋:あるが，果実重の頻度分布にお

けるピークの数から推測すると，倍数性の異なる個

体群が2ないし 3群，長野県中南部に混在している

可能性が示唆された。

果形について， AP型とcu型とし、う顕著に異な
る2型が存在していた(表 2，写真1)。これら 2

型の間で平均果実重に有意な差は認められなかった

が，穂子の千粒震ではcu型がAP型より大きい傾
向にあった(表 3)。果実重とサイズとを比較する

と，果実重と平均果実径とは緊密な栢対生長関係に

あったのに対し，果実長との関係は有意ながらかな

り崩れており〈図 4)，果実長の伸長が果形の変異

の大きな原因であると考えられる。果実重と縦横比

(果実長/長径〉との関係からは，果実重が小さい

または大きい場合に縦横比が lを超える，すなわち

cu型になる傾向があることが読み取れた(臨4)。
したがって，果形は平均果実重との関連が認められ

るので，果実重についての結果と同様，倍数性との

関連も十分に考えられる。

ただし，近縁のキウイフルーツでは落果がほとん

どなく，樹勢を犠牲にしても果実をすべて実らせる

という習性があるため1933)，果実サイズは着果数に

影響される。また，キウイフルーツの果重の遺倍性

が強いが，つるあたりの結実数の遺伝性は弱し、こと

が報告されており刊結実数は環境によって影響を

受けると考えられる。本調査における系統ごとの果

実の特性が遺伝的であるか否かは不明であるが，長

野県中南部という向一地域で、系統収集を行っており，

気候や地質などの条件が劇的に異なるとは考えにく

い。例えば，茅野高原A系統 (AP型，平均果実霊

5.01 g)と茅野高原B系統 (CU型，平均果実重

6.89 g)はごく隣接した場所に自生地があるものの，

果実サイズ，果形とも顕著に異なっていた(表 2)。

同一地域で果実サイズと果形にこれほど顕著な差異

が見られたことは，単なる環境変異ではない可能性

を示すものと考えられる。

4.3 標高と収量との関係

まず，平均果実重と採集効率(I時間当たり採集

可能数〉との関係について，平均果実震の増加に対

し，対数値0.45(元の値で2.82g)付近までは採集

効率は減少，それ以上になると増加するという下に

自の曲糠関係にあった〈図 5)。果実がsink

-source関係における sinkであることを考えると，

果実が一定サイズより小さい場合には植物体自体の

栄養生長が貧弱で， sourceとなる同化産物の量に

制約があり，果実数が増加すると王子均果実重が減少

する(図 5の左半分〉。一方，果実が一定サイズよ

り大きい場合には，栄養生長旺盛でsourceとなる

開化産物の量に制約がなく，平均果実重，果実数と

も増加していく(園 5の右半分)，という解釈がで

きる。同属のマタタピの虫えい巣における問様の分

析結果2)では，ある重さまで採集効率は果実重増加

とともに増大，それ以降で減少しており，サノレナシ

とは増減の関係が正反対である。これは，サルナシ

で結実するのはすべて小型の正常果であるのに対し，

マタタピでは虫えいが形成され，それが正常果の 2

~3 倍の果実重を有する巨大な sink である 2) ことが

関保していると思われる。

標高と平均果実重，標高と収量との聞には，いず

れも標高1100m付近をピークとするよに凸の関係が

見られ，それより標高が低くなる，あるいは高くな

ると果実重が減少していた(図 6，図7)。これは，

果実サイズと収量についてのサルナシの優良系統の

探索は，標高1100m前後の山地帯で、行うのが効率ょ

いということを示唆している。同じ長野県中南部に

おいて，食用となる液果をつける木本性つる植物で

は，低標高から順に，マタタピ(虫えい〉が950m

付近刊サノレナシが1100m付近，ヤマブドウが1300
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m付近1)を果実収量のピークとしており，ま垂直分布

の範囲とともに収量のピークとなる標高も互いにず

れている。このずれは，人間による野生植物資諒の

採集や，低山帯~亜高山帯の野生鳥獣の餌資源とい

う視点に立つと非常に興味深い。資漉の量が多く，

発見の可能性も高いほどテリトリーとして防衛する

価{直があるのでべ植物種により最適な収量を期待

できる標高があることは，人間(集落〉にとっては

食用野生植物についての地域性あるいは採集エリア，

動物にとっては垂直移動の季節性との関連が予想さ

れるからである。

結実習牲と標高との関係は幾つかの果実や樹木に

ついて報告がある。高標高域では，樹種によってさ

まざまであるが，着花数の減少25)，開花期の遅

れ山九果実サイズの減少山九病害虫発生の増

減17，27)が認められ，温度条件に起閤した現象が多い。

本調査では気温等の物理環境は測定していないが，

サノレナシの収量のピークである標高1100mからの標

高差が土約300m(単純計算で気温珪は±約1.8
0

C)

あり，温度が平均果実重や収量に影響する重要な要

国の 1っと思われる。立地条件も沢筋~尾根上とさ

まざまなことから，サルナシ果実の形態と収量の変

異をさらに分析するためには，自生地の気混や土壌

水分などの条件を把握する必要がある。また，高標

高では果皮が厚くなり有機酸含量が増加する果樹も

あるので叫，今後，品賞についての調査も重要で、あ

ろう。
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Regional di宜erencesin the fruit morphology and yield of hardy kiwifruit 

(Actinidiααrgutα) in the central and southern part of N agano Prefecture 

Teruo ARASEネ andTaizo U CHIDA料:

場'Educationand Research Center of Alpine Field Science， Faculty of Agriculture， Shinshu University 

本*Departmentof Civil and Urban-Design Engineering， Faculty of Engineering， Kyushu Sangyo University 

Summary 

To promote the use of hardy kiwifruit (Act仇idiaarguta (Sieb.et Zucc.) Planch. ex Miq.) as a local 

product， we collected wild str討nsof hardy kiwifruit in the central and southern part of Nagano 

Prefecture， J apan. We investigated the habitat environment of each strain and analyzed the regional 

di丘erencesin the fruit morphology and yield among strains. Twenty strains were collected at an altitude 

of 770 to 1400m， from a valley to a ridge. The habitat was mostly in a deciduous forest. The fruit averaged 

4.47土1.47g(1.87~6.89g) in raw weight with two or three peaks in frequency distribution. We also observed 

obvious variations in fruit shape (AP : apple type and CU : cucumber type) and in fruit setting type (c1uster 

type and normal type). Allometric analyses of fruit proved that the raw fruit weight had a strong relation 

with fruit diameter， but obscure relation with fruit length. Fruit yield， calculated using the effi.ciency of 

gathering (the c1ass marl王oflogarithmic number of fruits collectable per hour)， was 1.4-2.8 (25-630g • 

hc1). In comparison with the altitude of the habitat， the raw weight per fruit and fruit yield had a curved 

relation with a maximum at the altitude of around 1100m. 
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